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第４章 プロジェクトの評価 

4-1 プロジェクトの前提条件 

4-1-1 事業実施のための前提条件 

本プロジェクト実施の前提条件として、以下が挙げられる。 

 

① 用地の確保 

② 「カ」国側負担事項に係る予算措置 

③ MIME／DIME／水道局で組織される PIU の設立 

④ 配管布設工事に伴う道路／橋梁／鉄道等、関係機関への通知、許可等の取得 

⑤ シハヌークビルにおける電動流量制御弁設置に伴う一次側受電設備の設置 

⑥ 要員の訓練計画への参加と能力向上の励行 

⑦ 配水管更新に伴う給水管再接続の確実な実施 

⑧ 貧困世帯に対する接続料の減免に関する政策の策定 

⑨ 建設工事期間中の環境モニタリング 

 

4-1-2 プロジェクト全体計画達成のための前提条件・外部条件 

本プロジェクトの効果を発現・持続するための前提条件として「カ」国側が主体的に取り組

むべき課題として以下が挙げられる。 

 

① 配水施設の適正な運用、維持管理 

② 水道局職員の増員と適切な人員配置 

③ 維持管理に必要な予算の継続的確保 

④ 新規契約者の加入促進 

⑤ 貧困世帯に対する接続料の減免措置 

⑥ 本計画にて調達される給水管材料の計画的据付 

⑦ 適正な水道料金の徴収 

⑧ 事業モニタリングに係る指標値の継続した収集と蓄積 

 

また、同様に効果を発現・持続するための外部条件として以下が挙げられる。 

 

① 大規模な天候不順や自然災害が発生しないこと 

② 社会・経済状況が著しく悪化しないこと 

 

4-2 プロジェクトの評価 

4-2-1 妥当性 

本プロジェクトの妥当性に関しては以下の点が挙げられる。 

 

① プロジェクトの裨益対象は、貧困層を含むプルサット、シハヌークビル及びバッタンバン

市の一般市民で、その数が多数である 
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② 給水施設の整備により、飲料水の供給が大きく改善されるものであり、BHN に合致する

とともに緊急性が求められているプロジェクトである 

③ 本プロジェクトにて整備される配水流量監視システムは、既に PPWSA において運用され

ているように、過度に高度の技術を必要としない 

④ 本プロジェクトは「カ」国の「国家開発戦略 5 カ年計画」に掲げられている「都市部にお

ける安全な水へのアクセス率を 80％まで引き上げる」という目標達成に確実に貢献する 

⑤ 本プロジェクトは、その運営維持管理に必要な経費を水道料金によって賄うものであり、

過度の収益性には当たらない 

⑥ 我が国の無償資金協力によって建設される水道施設は、各州都水道局が健全な事業経営を

行うことにより資金的・技術的に運営・維持管理が可能である 

⑦ 本プロジェクトは、建設工事、その後の施設運用、維持管理において環境に与える負の影

響はほとんどない 

⑧ 我が国の無償資金協力の制度により、特段の問題なくプロジェクトの実施が可能である 

⑨ 本プロジェクトにて整備される配水流量監視システムは、日本の技術を用いて整備された

PPWSA におけるシステムと同様のシステムであり、日本の技術を用いる必要性・優位性

がある 

 

4-2-2 有効性 

本プロジェクトの有効性に関しては、以下の定量的効果、及び定性的効果が見込まれる。 

 

(1) 定量的効果 

定量的効果を表す指標として、表 4-1 に示す項目が挙げられる。 
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表 4-1 定量的効果 

目標値（2016 年） 
指 標 州 都 基準値（2009 年） 

（事業完成 3 年後） 

プルサット 3,410 m3/日 5,760 m3/日 
バッタンバン 9,220 m3/日 11,520 m3/日 日最大給水量 

シハヌークビル 6,200 m3/日 12,210 m3/日 
プルサット 23.1 % 19 %～14 %* 

バッタンバン 
27.6 % （20 時間給水時） 
35.5 % （24 時間給水時）

20 %～13 %* 
（24 時間給水） 

無収水率 

シハヌークビル 18.9 % 14 %～10 %* 
プルサット 59 % 100 % 

バッタンバン 80 % 100 % 
浄水場稼働率 

シハヌークビル 
81 % 

(ANCO: 0 %)** 
100 % 

(ANCO: 45 %)** 
プルサット 軽油消費量：0.222 L/m3 0.199 L/m3 

バッタンバン 電力消費量：0.609 kWh/m3 0.453 kWh/m3 給水エネルギー効率 

シハヌークビル 電力消費量：0.704 kWh/m3 0.634 kWh/m3 

プルサット 114 % 127 % 

バッタンバン 149 % 200 % 料金回収率 
シハヌークビル 153 % 161 % 

約 3,600 件 約 6,300 件 
プルサット 

約 18,200 人 約 31,500 人 
約 8,600 件 約 11,300 件 

バッタンバン 
約 42,900 人 約 56,400 人 
約 3,800 件 約 8,000 件 

上段：給水管接続数、 
下段：給水人口（接続

数からの換算値） 

シハヌークビル 
約 23,000 人 約 48,200 人 

* NRW 率は、最大限に改善されたケースを想定し幅を持たせた。その他の指標は NRW 率が最大に最善されたケ

ースを想定。 
** (ANCO: %) は買浄水覚書による ANCO 社からの最大供給量 10,000m3/日に占める比率 

 

(2) 定性的効果 

定性的効果としては以下の点が挙げられる。 

 

① 配水管内の適正な給水圧力が維持されることにより、給水栓からの水量・水圧不足が改善

される 

② 漏水が削減されることにより、無収水率が低減され、各水道局の経営改善に寄与する 

 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 
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資料-1  調査団員・氏名 

 

(1) 第 1 次現地調査 

担 当 氏 名 所 属 

総括 沖浦  文彦 
JICA 地球環境部水資源第 1 課 課

長 

調査監理 植木  雅浩 
JICA 地球環境部水資源第 1 課 調

査役 

業務主任／上水道計画 阿部  信樹 

運営・維持管理計画 コンスエロ・エステパ 

環境社会配慮 ヨーラ・ミンゴア 

管路設計 1／浄水施設 佐藤  謙太郎 

管路設計 2 外山  篤 

施工・調達計画／積算 崎山  信勝 

㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ

 

(2) 第 2 次現地調査 

担 当 氏 名 所 属 

調査監理 植木  雅浩 
JICA 地球環境部水資源第 1 課 調

査役 

業務主任／上水道計画 阿部  信樹 

運営・維持管理計画 コンスエロ・エステパ 

管路設計 1／浄水施設 佐藤  謙太郎 

管路設計 2 外山  篤 

施工・調達計画／積算 崎山  信勝 

㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ

 

(3) 概略設計概要書説明（第 1 回目） 

担 当 氏 名 所 属 

総括 沖浦  文彦 
JICA 地球環境部水資源第 1 課 課

長 

調査監理 植木  雅浩 
JICA 地球環境部水資源第 1 課 調

査役 

業務主任／上水道計画 阿部  信樹 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ

管路設計 1／浄水施設 佐藤  謙太郎  

 

(4) 概略設計概要書説明（第 2 回目） 

担 当 氏 名 所 属 

業務主任／上水道計画 阿部  信樹 ㈱エヌジェーエス・コンサルタンツ
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資料-2 調査行程 

 

(1) 第 1 次現地調査 
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(2) 第 2 次現地調査 
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(3) 概略設計概要書説明（第 1 回目） 

JICA 団員 コンサルタント団員 

日順／日付 曜日 
総括 調査監理 

業務主任／上水道

計画 

管路設計 1/浄水施

設 

1 1/5 水 NRT-BKK-PNH 

2 1/6 木 MIME、ﾌﾟﾙｻｯﾄ、ﾊﾞｯﾀﾝﾊﾞﾝ説明・協議 

3 1/7 金 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝへ移動 

4 1/8 土 資料整理 

5 1/9 日 

 

ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙへ移動 

6 1/10 月 NRT-BKK-PNH REP-PNH ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ説明・協議、ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝへ移動 

7 1/11 火 MIME 説明・協議  

8 1/12 水 JICA 事務所打合せ 

議事録署名 

 

 

9 1/13 木 日本大使館報告 

別案件のため移動 

日本大使館、JICA

事務所報告 

日本大使館、JICA 事務所報告 

帰国 PNH-BKK 

10 1/14 金   -NRT 

 

(4) 概略設計概要書説明（第 2 回目） 

コンサルタント団員 
日順／日付 曜日 

業務主任／上水道計画 

1 1/29 土 NRT-BKK-PNH 

2 1/30 日 ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙへ移動 

3 1/31 月 ｼﾊﾇｰｸﾋﾞﾙ説明・協議 

4 2/1 火 ﾌﾟﾉﾝﾍﾟﾝへ移動 

MIME 説明・協議 

5 2/2 水 ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ案作成 

6 2/3 木 ﾃｸﾆｶﾙﾉｰﾄ署名 

JICA 事務所報告 

帰国 PNH-BKK 

7 2/4 金 -NRT 
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資料-3 関係者（面会者）リスト 

 

(1) 中央政府（MIME） 

HE. Heng Sokkung Under Secretary of State 
Mr. Tan Sochea Director, Dept. of Potable Water Supply 
Mr. Soeung Yuthera Staff, Dept. of Potable Water Supply 
Mr. Som Sethy Staff, Dept. of Potable Water Supply 

 

(2) 州政府／水道局 

Mr. Mao San Director of DIME, Pursat 
Mr. Chui Cheang Director of DIME, Battambang 
Mr. Prak Chanroeurn Director of DIME, Sihanoukville 
Mr. Keo Sara Director, Pursat WWs 
Mr. Sieng Sengputhea Deputy Director, Pursat WWs 
Mr. Un Chantara Deputy Director, Pursat WWs 
Mr. Tauch Choun 
Saorith 

Director, Battambang WWs 

Ms. Tith Linda Deputy Director, Battambang WWs 
Mr. Sim Sitha Director, Sihanoukville WWs 
Mr. Ly Seng Deputy Director, Sihanoukville WWs 

 

(3) プノンペン水道公社（PPWSA） 

Mr. Khut Vuthiarith Director, Dept. of Production and Distribution 

Mr. Chea Satephoat Deputy Director of Planning and Project Dept. 

Mr. Chpu Phalla Manager of Procurement Management Office 

Mr. Pheng Ty Manager, Distribution Office 

 

(4) 他ドナー（UN-Habitat） 

Mr. In Sokthoeurn Staff, MEK-WATSAN Safer Cities Programme, Cambodia 
Office 

Ms. Joyce Mmaitsi UNV Project Officer, Lao Office 
 

(5) 在カンボジア日本大使館 

黒木 雅文 特命全権大使 

近藤 直光 二等書記官 

 

(6) JICA カンボジア事務所 

鈴木 康次郎 所長 
小林 雪治 次長 
野中 博之 所員 
Mr. SEAK Pengkeang Program Officer, Infrastructure Division 
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(7) JICA 技術協力プロジェクト「水道事業人材育成プロジェクト・フェーズ２」 

石井 秀雄 チーフアドバイザー 
南村 亜矢子 研修計画／業務調整 
木山 聡 前チーフアドバイザー 
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資料-4 討議議事録（M/D）及び技術協議書（T/N） 

資料 4-1 討議議事録（第一次現地調査） 
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資料 4-2 技術協議書（第二次現地調査） 
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資料 4-3 討議議事録（第三次概略設計概要書説明調査） 
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資料 4-4 技術協議書（第四次概略設計概要書説調査第 2 回） 
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